
研 究 成 果

野菜の用途別需要の動向と対応課題

農業・農村領域　総括上席研究官　　小林　茂典

１．はじめに
　（財）食の安全・安心財団によると，2010年の食の
外部化率（食料・飲料支出額に占める外食費と中食
費の合計割合）は45％と推計されています。この割
合は，1980年が33％，90年が41％であり，近年では，
外食の相対的な比重の低下と中食のウエイトの高ま
り等の動きを含みながら44～45％の水準にあります。
　食の外部化の進展は，食品加工企業の加工原料や
外食･中食企業の業務用食材といった迂回路を経て
消費される食料の増大を意味しており，加工･業務
用需要の増加と表裏の関係にあります。
　ここでは，主要野菜（ばれいしょを除く指定野菜
13品目）の用途別需要の動向と特徴について，2010
年度の推計結果を中心に確認するとともに，国内対
応における不可欠な視点について若干の検討を行い
ます。なお，用途別需要は生鮮換算値の数量ベース
で推計したものです。

２．増加する加工・業務用需要
　第１図は，主要野菜の用途別需要のうち，加工・
業務用需要の割合を示したものです。主要野菜13品
目全体におけるその割合は，1990年度が51％，2000
年度が54％，05年度が55％，10年度が56％となって
います。加工・業務用需要が過半を占め，しかもそ
の割合が増加していることがわかります。この20年
間で，野菜の加工原料化，業務用食材化傾向がより
強まっているといえます。

　これを品目別にみますと，2010年度の加工・業務
用需要割合は，にんじん，トマト，ねぎ，だいこん
では６割を超え，たまねぎ，レタスにおいてもほぼ
６割を占めています。にんじん，トマトでこの割合
が高いのは，ジュース等の加工原料に使用される
ペーストの多さ等を主として反映したものであり，
たまねぎ，ねぎ，レタス，キャベツについては，外
食・中食企業の基本的食材として広く使用されてい
ることに加え，カット野菜等の加工原料需要の増加
が，加工・業務用需要の増加に影響しているものと
いえます。だいこんについては，漬物用の原料需要
量は減少傾向にあるものの，外食・中食企業等で使
用される，だいこんサラダ，刺身のツマ，おろし，
おでん用等の需要が増加し，これに対応したカット
等の各種加工原料需要の増加分が，漬物用原料需要
の減少分を上回る形で加工・業務用需要の増加をも
たらしているものとみられます。

３．加工原料需要のウエイトの高まり
　第１表は，加工・業務用需要を食品加工企業の加
工原料用と外食・中食等の業務用とに分けて示した
ものです。13品目全体でみると，2000年度，05年
度，10年度の加工原料用は，27％，30％，32％と
なっており，この10年間で５ポイント増加している
一方，業務用は27％から24％へ３ポイント減少して
います。個々の品目をみても，ほぼ同じ傾向を示し
ています。ここで留意しなければならないのは，こ
うした動きは，外食・中食等の業務筋で使用される
野菜の減少を意味するのではなく，外食・中食企業
の野菜の仕入において，ホール形態での仕入から
カット等の一次加工された形態へ転換する動きが一
部では進んだことを反映したものです。これに加え

第１図　主要野菜における加工・業務用需要の動向

第１表　加工・業務用需要の内訳
（単位：％）

13品目計 キャベツ レタス
2000年 05年 10年 2000年 05年 10年 2000年 05年 10年

加工・業務用 54 55 56 48 48 50 57 57 58
加工原料用 27 30 32 22 26 29 27 36 37
業務用 27 25 24 26 22 21 30 21 21

たまねぎ ねぎ だいこん
2000年 05年 10年 2000年 05年 10年 2000年 05年 10年

加工・業務用 58 59 59 56 61 62 58 58 60
加工原料用 26 29 30 21 25 26 32 32 33
業務用 32 30 29 35 36 36 26 26 27
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て重要なのは，家計消費においてもカット野菜の利
用が普及してきており，これに伴うカット原料需要
の増加が加工原料需要のウエイトの高まりに結びつ
いているといえます。

４．加工･業務用需要と輸入品との結びつ
きの強さ

　第２図は，加工・業務用需要を100とした場合の
輸入品の割合を示したものです。13品目全体の輸入
割合は，1990年度の12％から2000年度の26％，05年
度の32％へと大きく上昇し，10年度はやや低下した
ものの30％の水準にあります。
　これを品目別にみますと，トマトでは，ジュース
等の原料として使用される輸入ペーストのほか輸入
ホールトマト缶詰の利用により，加工・業務用需要
における輸入割合が高くなっています。また，たま
ねぎについては，2010年度の国産たまねぎの不作等
も反映して生鮮品輸入が大きく増加し，これが加
工・業務用として使用されたことにより，輸入割合
が上昇しています。
　図示していませんが，家計消費用も含めた野菜需
要全体に占める輸入割合は，13品目合計で，1990年
度の６％から2000年度の15％，05年度の19％へと上
昇し，10年度は18％となっています。また，家計消
費用の輸入割合は，同期間に0.5％から２％へわず
かな増加にとどまっています。同期間に13品目全体
の輸入量（生鮮換算値）は，約109万トン増加して
いますが，この輸入増加は，加工・業務用需要にお
ける輸入品利用の増加と結びつきながら進行してい
ることは明らかであるといえます。
　なお，中国産農産物・食品の安全性に対する不安
や不信の高まり等を背景として，野菜の輸入量は，
2005年をピークに減少傾向にありましたが，10年，
11年と増加に転じています。この輸入増加の要因と
して，①天候不順による国産野菜（たまねぎ等）の

不足，②不況が進む中での低価格志向の強まりと，
円高の進行による輸入品の低価格化との結びつきの
ほか，③低価格志向も背景とした，中国産農産物・
食品に対する抵抗感の薄れも指摘されています。

５．消費拡大に連動した加工・業務用需要
対応の強化の必要性

　野菜の１人当たり消費量は漸減傾向にあり，特に
若い世代でその傾向が顕著となっています。これに
加えて，今後の人口減少が見込まれる状況下におい
て，国産野菜のマーケットの維持・拡大を図るため
には，１人当たりの野菜消費量の拡大に向けた取組
が不可欠となります。
　食の外部化は，世帯構成の変化（特に，単身世帯，
共稼ぎ世帯，高齢者世帯の増加）等に伴う生活スタ
イルの変化・多様化，特に簡便化志向の高まりといっ
た需要面の要因と，この簡便化志向に対応し，ある
いはそれを促進させるような「利便性提供型の食料
供給システム」の展開（24時間営業の外食・中食企
業，ファストフード，コンビニエンスストア等の展
開，冷凍（調理）食品・カット野菜等の供給）といっ
た供給面の要因とが重なり合いながら進展している
ものといえます。今後，単身世帯や高齢者世帯等の
さらなる増加が見込まれることから，①外食の相対
的な比重の低下と中食のウエイトの高まり，②景気
低迷等に伴う節約志向を反映した内食への一部回帰，
等の動きを含みながら，食の外部化は今後もゆるや
かに継続する可能性が高いものとみられます。
　こうした状況の中で，１人当たりの野菜消費量の
拡大を図るためには，食の外部化の動きに対応した
取組，たとえば，外食・中食等における野菜を利用
したメニューの拡大が重要な取組事項の１つとなり
ます。
　こうした取組にはさまざまなものがありますが，
食の外部化を促す要因の１つである需要側の簡便化
志向の高まりに対応し，より一層の利便性の提供に
着目した取組も重要です。これについては，調理時
間の短縮等にもつながるさまざまな形態による野菜
食材の提供，たとえば，カット野菜，これに肉・魚・
調味料等他の食材を組み合わせた「キット食材」，
冷凍野菜，冷凍調理食品，蒸気加熱による半調理野
菜等の供給が挙げられます。また，消費者の健康志
向の高まりに対応し，野菜の機能性成分に着目した
外食・中食メニューの提案等も重要な取組事項であ
るといえます。
　輸入品シェアが高い加工・業務用需要への国内対
応の強化は喫緊の課題となっています。この国内対
応の強化については，消費拡大に連動した取組とし
て進めていくことがますます重要となっています。

第２図 主要野菜の加工・業務用需要における輸入
割合の変化

90％

1990年度 2
2000年度 21
2005年度 28

30 78

0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

2010年度 13

13品目計トマト ねぎ だいこんたまねぎ レタスさといも はくさいキャベツほうれん
そう きゅうりピーマン なすにんじん

（単位：％）

12 66 18

26 77 36

32 78

53 51 39

00022172 10 0 3

24410934 46 173020

2568949 54 50 161433

224434 25 621

No.48 3




アクセシビリティレポート


		ファイル名 : 

		120727_pr48_02.pdf




		レポートの作成者 : 

		

		組織 : 

		




[環境設定／ユーザー情報ダイアログで個人と組織の情報を入力します。]


概要


文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。


		手動チェックが必要: 2

		手動チェックに合格: 0

		手動チェックに不合格: 0

		スキップ: 1

		合格: 26

		不合格: 3




詳細レポート


		文書



		ルール名		ステータス		説明

		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要

		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない

		タグ付き PDF		合格		文書がタグ付き PDF である

		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる

		優先言語		合格		テキスト言語の指定

		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている

		しおり		合格		大きい文書にしおりが存在する

		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である

		ページコンテンツ



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きコンテンツ		合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている

		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている

		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している

		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定

		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている

		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない

		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし

		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない

		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない

		フォーム



		ルール名		ステータス		説明

		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている

		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある

		代替テキスト



		ルール名		ステータス		説明

		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要

		ネストされた代替テキスト		合格		読み上げられない代替テキスト

		コンテンツに関連付けられている		合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある

		注釈を隠している		合格		代替テキストが注釈を隠していない

		その他の要素の代替テキスト		合格		代替テキストが必要なその他の要素

		テーブル



		ルール名		ステータス		説明

		行		合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある

		TH と TD		合格		TH と TD が TR の子である必要がある

		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要

		規則性		合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある

		概要		スキップ		テーブルに概要が必要

		箇条書き



		ルール名		ステータス		説明

		箇条書き項目		合格		LI は L の子である必要がある

		Lbl と LBody		合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある

		見出し



		ルール名		ステータス		説明

		適切なネスト		合格		適切なネスト






先頭に戻る
